
修了論文

アゼルバイジャン語と日本語における動詞の態の対照

……………………………… ダダショヴァ・ファティマ（アゼルバイジャン）

日本語学習者の音感レベルと日本語の発音に関連性はあるか？

…………………… キロヴ・コンスタンティン・クラシミロヴ（ブルガリア）

松永緑弥とその業績―イヴァン・ヴァーゾフの『軛の下で』の翻訳の分析を中心に―

…………………………… ペトロヴ・ニコライ・ゲオルギエフ（ブルガリア） 

中国の日本語教科書に見られるオノマトペについて考察

……………………………………………………………………… 姚欣雨（中国）

中日同形語の諸相―意味と品詞の観点から―

……………………………………………………………………… 周亦欣（中国） 

日本とドイツにおけるフェミニズム運動の展開と学生の政治参加への意識の比較

―性暴力の問題を中心に―

………………………………………… ノイホイザー・リサ・マリー（ドイツ）

春画の中の女性たち―春画に描かれる女性像―

………………………………………………… レンネル・ゲルゴ（ハンガリー）

神仏習合が日本の宗教的建築に与えた影響

…………………………………………… ムラーニ・ダーヴィド（ハンガリー）

箕面キャンパスの日本人学生と外国人留学生との交流について

…………………………………… タタイ・エステル・ナタリア（ハンガリー） 

インド人と日本人の挨拶の仕方の比較

……………………………………………………… ブルハデ・アボリ（インド） 

非漢字圏の学習者を対象にした漢字の学習方法

…………………………………………………………………… チラグ（インド）

現代日本における言霊

…………………………………………… ティリパティ・シュルティ（インド）

アンケート調査による「集中」に関する四字熟語の比較分析

―「一意専心」「一心不乱」「一生懸命」「一所懸命」「無我夢中」に注目して―

………………………… グスティ・ニスピ・ニルマラ・サリ（インドネシア）

インドネシアの漫画翻訳の変化―『名探偵コナン』の翻訳を通して ―

……………………… アイリン・ステファニー・タンジャヤ（インドネシア）

チョ・ナムジュ「82 年生まれ、キム・ジヨン」ブームを通じてみる

日本現代フェミニズム

………………………………………………………………… 方孝恩（大韓民国）



オノマトペに対する韓日の使用頻度比較

―韓国人と日本人の擬態語・擬音語への認識と使用方法の差―

……………………………………………………… ジョ・ソンフン（大韓民国）

日本における地域限定商品の発達に関する一考察

―アンケート調査による日本と韓国の比較を中心に―

………………………………………………………………… 洪智元（大韓民国）

フィクション作品における「大阪ことば」の多様性について

―役割語度に基づくモデル化を目指して―

……………………………………………………… ウォン・ジウン（大韓民国）

ラオ語母語話者・日本語母語話者の不同意表明におけるストラテジーの対照研究

―目上の提案に対する不同意表明に焦点を当てて―

……………………………………… オンサイビエン・ケットマニー（ラオス）

ラオス人日本語学習者の会話における反応機会場の理解と反応

……………………………………………… パックディー・ミーヌー（ラオス）

男言葉と女言葉の研究―意識と使用の実態―

……………………………………………… マツレービチ・アンナ（ラトビア）

現代日本における男女間の恋愛活動のプロセス

…………………………………………… カジュライテ・モニカ（リトアニア）

モンゴル語母語話者による日本語のアスペクト形式の習得

―中級学習者のアスペクト形式の使用の分析―

………………………………………………… オユントヤ・フラン（モンゴル） 

琵琶の歴史と役割

………………………… マラシュ・アレクサンドラ・バルバラ（ポーランド）

日本侍と西洋騎士の鎧の比較

…………………………………………… ミコワイ・ニェジェラ（ポーランド）

日本文学における狐の表象―童話の描写を中心に―

………………… ピョンテック・アドリアンナ・ヴィクトリア（ポーランド）

「鏡の契約」― 『禁色』における「鏡」と二人の主人公の関係性 ―

……………………………… ヴァルチャック・アンナ・マリア（ポーランド）

ひきこもり状態からの解放―ある女性のケースをもとに―

………………………………………………… ネジビツカヤ・オリガ（ロシア） 

ロシア語母語話者における日本語アクセントの特徴について

―日本語アクセント教材の作成に向けて―

……………………………………………………… セメシコ・マリア（ロシア）



外国人のサードプレイスとして国際交流協会が果たす役割

―箕面市国際交流協会におけるアンケート調査から―

……………………………………………………… シトヴァ・マリア（ロシア） 

日本の「自由で開かれたインド太平洋」構想とロシア

……………………………………………………… トロホブ・イワン（ロシア）

平成時代のヒット・ソングの歌詞に現れる「男性像」

………… シモン・ピオトル・ジエミアニン・ポルジュチェック（スペイン）

シンハラ語を母語とする日本語学習者の自動詞・他動詞の選択における問題点

……………… ガマラーララゲー・カーヴィンディ・アヌパマ（スリランカ）

日本語とシンハラ語における若者言葉の造語法

………… ワルナクラスーリヤ・ニプニ・アニシカー・ローウ（スリランカ）

「気」を含んだ日本語の慣用句とタイ語の対応する言葉との比較

…………………………………………… デートクナーコン・ジスパー（タイ）

乙女ゲームにおける土方歳三と沖田総司の描かれ方

…………………………………………… マニーオン・ピムガンヤパー（タイ）

坂口安吾「堕落論」の受容史について考える

…………………………………………………… スクポル・パンナポン（タイ）

仏像をモチーフにしたグッズに対する日本人の考え方―タイとの比較―

………………………………………… ヨンワッタナセット・ワスリー（タイ）

日本語字幕における役割語の利用法

…………………………………………………… イビシュ・アーデム（トルコ）

日本とベトナムの「おもてなし」の比較

―トリップアドバイザーのホテルの口コミを利用して―

…………………………………………… グエン・アイン・フォン（ベトナム）

西洋的個人主義の視点から見た日本の「個人の確立」

―日本人の求める伝統的こころを中心―

………………………………………………… グエン・ホン・ダン（ベトナム）

アンケート調査からみる日本人とベトナム人のものの収納・処分に対する考え方の比較

―断捨離を中心に―

…………………………………… グエン・ティ・ゴック・アイン（ベトナム）

島崎藤村 『破戒』における 丑松の告白に対する お志保の影響について

……………………………………………… グエン・バン・クアン（ベトナム）


